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〔目的〕：胎 児 の in　situ で の 血 液 ガ ス を知 る こ とは

胎児生 理 や病態を知 る 上 に 重要 で あ る が 、正 常胎

児 の 臍 帯血液ガ ス 所見に 関する 報告 は無 い 。 我 々

は 、種 々 の 適応 で 施 行 さ れ た 経 皮 的胎児 採血例

の うち、そ の 時点 で 正常 妊 娠 と診 断され 、さ ら に

以 後 の 妊 娠 、分娩、新 生 児所見 に 異常を認 あ な

か っ た症 例の 隣帯静脈血 液ガ ス 所 見 に つ い て 検 討

を 加え た 。

〔方法〕：対象 は 胎 児 採 血 が 診 断、治 療上 必 要 と

判断され実施 され た 96症例 中胎 児血 液 ガ ス 所見 の

得 られ た 28症例の うち正常 とみ られ た 18症例で 、

採 噬方法 は 超音波ガ イ ド下 に Nα22G 造 影 針 で 臍 帯

静脈よ り行な っ た 。 血液 ガ ス 測 定 は 1LSystem

1306を用 い 、 02 飽 和度 は ％HbF に よ る 補正 を行

な い 、そ の 値か ら 02content を求め た 。

成績 ：臍帯静脈血 ガ ス 所 見 と妊 娠 週 数 の 関 係 に っ

い て み た と こ ろ（n ＝ 　18）、  臍 帯静脈 の pH 、
　 PO

，

は 妊 娠 週 数 に 伴 い 有 意 に 減 少 し（pH ：r＝− O．46，

P ＜ 0．05PO ，
：r；− O。64P く 0．　OI） 、 PCOz は僅 か に

増 加 す る傾 向 を認 め た （r＝0．26
，
P く O．15） 。  

HbF に よ る補正 02 飽和度 は妊 娠 週 数 に伴 い 有 意

に 減 少 し た （r＝
− 0．82、 P ＜ O．　Ol） 。   補 正 02

content は妊 娠 週 数 に 伴 い 有意 に 減少 し た 。 （r＝：

− 0．53 、
P ＜ 0．05） 。

結論 ： こ の 成 績 か ら臍帯 静脈 血 に お け る pH 、

PO2 は妊 娠 週 数 に 伴 い 低 下 し、臍 帯静脈血 の 0
、

content は、　 HbF と HbA の 02 解 離 曲線 の 相 違 を

考 慮 し補正 を 行 な う と Nicolaidesら の 報告 と 異

な り妊娠 16週 以降一定で は な く、妊娠 週数 と共 に

低下す る こ とが 明 らか とな っ た 。

【目的 】血液 は 日常臨床 検査 に お い て しば しば確

定的 な 診 断情報 を 与 え て く れ る。胎 児血採取 が 診

断的手段 と し て定着すれ ば ，そ の 臨床応用 の 範囲

は 計 り知 れ な い もの が あ る 。 今回我 々 は ，各種症

例 に 胎児採血 を施行 し、診断的価値 に つ い て 検討

し た の で 報告す る。

【方法 】妊 娠 19〜39週 の 妊婦 の う ち胎 児 血検査 が

必要 と判 断 さ れ た 67症例 に ，延 べ 75 回の 胎児採 血

を施行 し た 。超音波 ガ イ ド下 に 23G −PTC 穿刺針

を 用 い ，経 腹壁的 に 臍 帯血管穿刺術 を施行 し，赤

血 球 の size に よ り胎児血 で ある こ とを確 認 した 。

対象 の 内訳は 妊 娠 23週以前 に 行 な わ れ た 胎児感染

の 有無 15例（風疹 14例 ， サ イ トメ ガ ロ ウ イ ル ス 1例），

遺伝病 10例 （福 山型 筋 ジ ス ト ロ フ ィ
ー8 例 ，低 フ

ォ ス フ ァ タ
ー

ゼ 血症 1 例 ，Lesch −Nyhan 症候群

1 例 ），染色 体異常 の 確認 10例 と，妊 娠 24週以後

に 行な わ れ た 胎児水腫 8 例，超音 波検査 で そ の 他

の 胎児異常 を 認 め た 症 例21例 で ある。

【成績 】  妊 娠 23週以前 に 行なわ れ た 38例中10例

（風疹 7 例，福 山型 筋 ジ ス ト ロ フ ィ
ー1 例 ，低 フ t

ス フ ァ タ ーゼ 血症 1 例 ，Lesch −Nyhan症候 群1 例）

に お い て 異常 の 結 果 が 得 られ た
。   妊 娠 24週 以後

に 行 な わ れ た 29例の 内 ， 特 に 胎 児水腫で は 発症 に

関与 し て い る多種の 成因 の 解明 に 胎児血液分析は

有用で ，個別化 さ れ た 治療方針 の 決定 に 役 立 っ た 。

尚，胎児採血 に よ る副作用 は 認 め られ な か っ た 。

【結論 】胎児 採 血 は他の 方法 で は 得 られ な い 胎児

情報 を与 え て くれ る こ とか ら，今 ま で 診 断困難 で

あ っ た 胎児感染 ，遺 伝病 の 出生前診断 に も応用 で

き る 点 で 臨床 的価値 は 高 く，さ ら に 胎児 水腫 な ど

原 因 の 明 らか で な い 病態 の 解明，胎 内治療 法 の 選

択 に も有 用 で あ る こ と が 確認 され た 。
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